
経営とCSR｜CSR 行動原則に基づいた取組み

地域社会との双方向で継続的な対話活動

地域社会への積極的な情報発信と
密接なコミュニケーション

これまでから関西広域連合委員会をはじめとした行政の会議

体などに出席し、電力需給状況、電気料金、原子力運営などに

ついてご説明するとともに、さまざまなご意見を頂戴するなど

して、情報交換を実施しています。

　また、頂戴したご意見などを踏まえ、地域におけるエネル

ギーの諸課題の解決に向けて、積極的に協力しています。

各種会議体参加等による積極的な情報交換

日ごろから行政の事務局と相互にコミュニケーションを実施し、

ご質問ご要望を頂戴した場合は、勉強会を開催するなどして、

丁寧にお応えしています。

行政事務局との日常的なコミュニケーション

7回
おおさか

スマートエネルギー
協議会への参加
（2017年度）

6,200回
自治体へのご理解促進活動

（2017年度）

行政事務局との意見交換会各種会議体への参加の様子

住 民民間事業者

各種団体 市町村

エネルギー供給事業者

おおさかスマートエネルギー協議会

おおさかスマートエネルギーセンター

各主体が情報の共有を図り、意見交換をおこなうことにより、それぞれの取組みを促進

府・市、エネルギー供給事業者が共同して、さまざまなエネルギー関連施策を展開

連携 協力

実績例（2017年度）
●関西広域連合への電力需給に関する
定期報告 12回

●堺市水素エネルギー社会推進協議会
 出席3回
●都市における効率的なエネルギー利用
のための制度等検討会 出席2回
●播磨地域エネルギー利用推進会議
 出席1回

関西電力グループは、地域や生活に密着した事業者として、事業
活動に関わる地域社会の発展なくしては、自らの発展はありえない
という認識のもと、地域経済や地域コミュニティの活性化に向けた
取組みを通じて、地域社会の発展に積極的に貢献します。
また、海外の事業活動においても、現地の文化や慣習に配慮しな
がら、それぞれの地域社会の発展に貢献します。

CSR行動原則 3
地域社会の発展に向けた
積極的な貢献

地域社会のみなさまと「共に考え、共に未来を創る」という思い

のもと、2015年6月に地域エネルギー本部を新たに設置しま

した。地域社会のみなさまとのコミュニケーションをより密接

にすることで、信頼関係を構築し、地域社会のみなさまからの

多岐にわたるご要望に対して、より積極的にお応えできるよう

に努めています。
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お客さまや社会と共に歩む“地域創造活動”

地域の活性化に向けた取組み

お客さまや社会のみなさまからのエネルギーに関するニーズ

が多様化するなか、当社はこうしたニーズにしっかりと耳を

傾け、地域のみなさまの良きパートナーとして、「共に考え、

共に未来を創る」という思いを持ちながら、地域活性化と持続

的発展に向けた取組みを進めています。

当社は、再生可能エネルギーや未利用エネルギー、水素など、

地域の資源や特性を最大限活用し、家庭やオフィス、工場など

をICTでつなぐことで、地域全体のエネルギー需給を最適化

するスマートコミュニティの実現に向け、総合エネルギー事業

者としての豊富な知見・ノウハウを活用し、その地域の課題・

ニーズに応じた多様な提案を進めています。関西地域では

もちろんのこと、神奈川県横浜市をはじめとする関西以外の

地域へも、その活動領域を広げています。

　さらに、バーチャルパワープラント実証を進めており、次世代

技術への対応、さまざまなステークホルダーとの連携を通じて、

■ 「バーチャルパワープラント構築実証事業」のイメージ

■ 地域創造活動に関する取組み事例

件5
構想が実現した

地域創造活動の累計件数
（2018年6月末時点）

滋賀県

京都府

神奈川県

兵庫県

大阪府

滋賀県（滋賀県湖南地域）　事業化可能性調査

大津市　ごみ処理施設整備・管理運営事業（建設中）

豊中市（千里中央）　スマートコミュニティ

吹田市（万博公園南側）　万博スマートコミュニティ

京都府（けいはんな地区）
スマートコミュニティ先導拠点化構想

大阪市（うめきたエリア）
うめきたⅡ期開発プロジェクト

大阪市（中之島4・5丁目）　下水熱・河川水熱利用

横浜市（港北区）　スマートコミュニティ

尼崎市（JR塚口駅前）
環境モデル都市スマートコミュニティ

神戸市（JR三ノ宮駅周辺）　三宮駅周辺開発

神戸市（ポートアイランド）　1MW級水素CGS供給

姫路市（姫路港西部エリア）　事業化可能性調査

大阪市（Osaka Metro全域）　事業化可能性調査

堺市（鉄砲町）
下水再生水利用によるスマートコミュニティ

大阪府（上下水道）　事業化可能性調査

実現済み

仮想発電所
（需要家側設備）

エコキュートの
昼間運転

再生可能エネルギーのさらなる
有効活用（発電の継続）

大規模電源

仮
想
発
電
所
の
動
作（
例
） 風力発電

太陽光発電

水力発電

火力発電

原子力発電

電気自動車の充放電

ビル・商業施設等に設置
の蓄電池の充放電

送電線
ネットワーク

監
視
・
制
御

アグリゲーター

スマートコミュニティ構想などの実現に向けて
当社は、大阪都心部などのまちづくりに、ハードとソフトの

両面から貢献しています。その一つが、当社本店がある大阪・

中之島での活動です。

　この中之島のさらなる発展、活性化をめざす「中之島まち

みらい協議会」では、当社が事務局を務め、地区内の地権者

企業など28社（2018年6月末時点）と共に、「中之島まちづくり

構想」の実現に向けて取り組んでいます。災害に強い安全・

安心なまちづくりをめざし災害行動マニュアルの策定や防災

講演会など、地域の防災性を高める活動に取り組んでいます。

また、2025年大阪での万博開催に向け、本社ビル頂上部を

万博誘致ロゴマークの5色で点灯する等、地域一体での機運

醸成に努めるなど、誘致活動にも積極的に取り組み、地域社会

の発展に貢献しています。

大阪都心部のまちづくり活動

地域の持続的発展をめざして、当社では自治体や関係各所と

連携し、関西地域への企業立地支援活動をおこなっていま

す。新たな立地拠点を探しておられる全国の企業に対して、

地域情報誌『Community Information』を通じた関西の産業

用地や自治体の優遇制度のご紹介、企業訪問による提案活動

を実施し、関西地域の発展につながるように努めています。

企業立地支援活動

エネルギー利用の新たなビジ

ネスモデル構築に向けて取り

組んでいます。
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経営とCSR｜CSR 行動原則に基づいた取組み

地域社会への貢献活動

地域社会に根ざした事業者である当社は、その一員として、

お客さまをはじめとするみなさまのニーズに耳を傾け、地域

社会への貢献活動に取り組んでいきます。

地域社会の発展に向けた積極的な貢献3

社内用の社会貢献サイトを運営
「社会貢献サイト」では、全従業員が、ボランティア情報や各事
業所での社会貢献の活動事例を一元的に閲覧でき、各事業所
における活動の参考情報としても活用しています。

制度

従業員が休暇を取得して、一定
の条件を満たす社会奉仕活動を
おこなった場合、年間限度日数
の範囲内でその1/2ないし全部
を特別休暇として認める制度。

ボランティア休暇

件

ボランティア休暇
取得

57［184.5日］

消防署などと連携し、寺社や文化

財のほか、公民館や各地のランド

マークの電気設備を点検してい

ます。漏電や電気配線の異常に

ついて調査するなど、お客さまの

設備に合わせた電気の安全な使

い方をお知らせしています。

文化財などの電気設備点検

当社グループは、地域に根ざした事業者であり、地域のみなさまの良きパートナーとして、「共に考え、

共に未来を創る」という思いのもと、地域社会の活性化と発展につながる取組みを進めてきました。その

役割の重要性は、電力の小売全面自由化や発送電分離などといった、当社グループを取り巻く環境が

大きく変化しているなかにあっても不変であると考えています。

　今後も、地域のみなさまとのコミュニケーションを通じて信頼関係を構築したうえで、多様なニーズに

しっかりと耳を傾け、これまで蓄積してきたさまざまな知見などを活かし、スマートコミュニティ、まち

づくり案件など、地域社会のさらなる発展と活性化に取り組んでいきます。

　また、社会貢献活動についても、地域社会のみなさまからのご期待にお応えするために、当社グループ

としてはもちろん、当社グループ従業員一人ひとりがすべきこと、できることをよく考え、地域社会の一員

として地道に取り組んでいきます。

関西電力株式会社
地域エネルギー本部
副本部長

岡田 重樹

今後の方針

通天閣の電気設備点検

地域のみなさまとの活動のほか、当社の取組みである6月の

「関西電力グループ環境月間」や11月の「お客さま感謝月間」

地域のみなさまと連携した美化活動

石清水八幡宮での清掃活動

地域の発展や活性化の一助とな

るべく、地域に根ざした伝統行事

にさまざまなかたちで協力して

います。

地域の伝統文化保護・
行事への協力

「平城京天平祭2017」の天平行列
に参加

を中心に、事業所周辺や観光地

などの清掃活動をおこなってい

ます。また、違法広告物の撤去や

落書きの消去などの美化活動も

おこなっています。

障がいのある方々にアートの創造を通じて自己を表現する喜

びを感じていただき、また、作品をご覧いただく方々にその

障がい者のアート公募展「コラボ・アート21」

従業員の自発的な活動を支援するため、ボランティア休暇

制度などを設けています。また、社内ポータルサイトにある

「社会貢献サイト」では、ボランティアや各所での活動事例など

の情報を発信しています。

社会貢献活動に励む従業員を支援

展示会で入選作品を紹介
（障害者週間協賛行事の一環として）

魅力や作者の可能性を感じてい

ただくことを目的に、2001年から

「コラボ・アート21」を開催してい

ます。入選作品は展示会やホー

ムページなどを通じて紹介して

います。

関西電力 社会貢献

地域社会への貢献活動の詳細は…WEB
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